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最
期
ま
で
ど
う
生
き
る
か

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

自
分
が
受
け
た
い
治
療
・
受
け
た
く
な
い
治
療
に
つ
い
て
希
望
を
伝
え
る
こ
と
は
、
望
ま
な
い
治
療
を

避
け
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

・
痛
み
や
苦
し
み
が
出
た
場
合
に
、
ど
う
対
応
し
て
ほ
し
い
か
、
入
院
を
し
た
い
か

・
終
末
期
の
医
療
に
つ
い
て
、
希
望
す
る
医
療
、
希
望
し
な
い
医
療

・
最
期
を
ど
こ
で
迎
え
た
い
か

容
態
が
変
わ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
、
救
急
車
を
呼
ぶ
の
か
、

救
急
車
を
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
「
救
命
処
置
を
し
て
ほ
し
い
」
と
意
思
表
示
す
る
こ
と
で
す
。

で
き
る
だ
け
救
命
・
延
命
し
て
欲
し
い
と
願
う
人
も
い
ま
す
。

苦
痛
を
和
ら
げ
る
処
置
だ
け
で
よ
い
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

で
き
る
だ
け
自
然
な
状
態
で
見
守
っ
て
欲
し
い
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

家
族
な
ど
の
身
近
な
人
、
か
か
り
つ
け
医
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
専
門
職
と
繰
り
返
し
話
し
合
い
、

想
い
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
自
分
で
意
思
を
伝
え
ら
れ
な
い
状
態
に
な
っ
て
も
、
周
囲
の
人
が
あ
な
た

の
意
思
を
尊
重
し
た
選
択
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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人
生
会
議
（ACP

：
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、
あ
な
た
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
、
前
も
っ
て
考
え
、
繰
り
返
し
話
し
合
い
、
共
有
す
る
取
り
組
み
を

「
人
生
会
議
」
と
言
い
ま
す
。

医
療
や
ケ
ア
の
こ
と
な
ど
、
難
し
く
て
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
…
。

あ
な
た
の
「
大
切
に
し
た
い
こ
と
」
や
「
し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
」
か
ら
話
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

人
生
会
議
の
目
的
は
、
か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
。

こ
れ
か
ら
、「
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
た
い
か
」
や
「
大
切
に
し
た
い
こ
と
」
を

も
し
も
の
と
き
に
あ
な
た
に
か
わ
っ
て
色
々
な
こ
と
を
決
め
て
く
れ
る
人
と
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話
し
合
い
、
も
し
も
の
と
き
は
「
私
に
か
わ
っ
て
決
め
て
ほ
し
い
」
と

伝
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。



2020.2 案４ 

人生会議を行い、事前に自分の希望や意向を家族等に知ってもらい、さらにも

しもの時は自分の考えを代弁してくれる人を選んでおけば、最後まで自分の意

向に沿った医療・介護が受けることができます。 

この用紙に記入をしたら、ご家族やもしもの時に自分の考えを代弁してくれ

る人に渡し、人生会議のきっかけにしていただければ幸いです。 

回答したくない質問については、しなくても結構です。またお答えいただいた

後に気持ちが変わることもあります。その時は何度でも書き直してください。現

時点でのお気持ちでお答えください。 

あてはまるものすべてに をつけください。 

１ ご自分の病状や経過について詳しい説明を受けたいですか？ 

 □良くても悪くても聞きたい □悪ければ聞きたくない □聞きたくない 

□家族と一緒なら聞きたい  □わからない 

２ あなたの代わりに意思を代弁してくれる方について 

認知症や脳の障害などで、自分の意思を伝えることができなくなることが今

後起こるかもしれません。そんな時、あなたのしてほしい事やしてほしくない事

などをあなたに変わって代弁してくれる人が必要です。そのようなあなたの希

望や意思を代弁してくれる方はいらっしゃいますか？ 

  □はい  □いいえ 

 ⇒代弁してくれる方がいらっしゃるとお答えの方にお聞きします。 

 その方はどなたでしょうか？ 

 （名前：        続柄    電話番号          ） 

（名前：        続柄    電話番号          ） 

 ⇒その方が代弁してくれる方であることを、他のご家族や親せき、友人が 

  承知されていますか？ 

  □はい  □いいえ 

３ もしもの時の対応について 

もしもの時、まず連絡をして色々な対応をお願いする人はどなたでしょう

か？ 

 □いない   □考えてもいなかった  □いる 

⇒いるとお答えになった方にお尋ねします。その方はどなたですか？ 

 名前           続柄         電話番号         

 名前           続柄         電話番号          

はじめよう人生会議
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2020.2 案４ 

４ 今後の生活において、あなたにはどのような希望がありますか？ 

①どこで過ごしたいですか   

□自宅 □施設 □病院 □その他（                  ） 

②誰に介護してもらいたいですか（                   ） 

③どんな治療を受けたいですか  

□最先端の医療をできるだけ受けたい  □辛い治療はしたくない 

□痛みや苦痛を取り除いてほしい    □その他（           ） 

④どのように過ごしたいですか 

□人として大切にされたい       □社会や家庭で役割を果たしたい 

□人の迷惑になりたくない       □他人に弱った姿を見せたくない 

□家族や友人と十分に時間を過ごしたい □望んだ場所で過ごしたい 

□大切な人に伝えたいことを伝える   □病気や死を意識したくない       

□身の回りのことは介助なく自分でしたい□入浴したい 

□リハビリしたい           □自宅で過ごしたい 

□先々起こることを詳しく教えてほしい □信仰に支えられていたい 

□いろいろな人とおしゃべりしたい    

□行きたいところがある（どこですか？                 ） 

□おいしい物が食べたい（何を食べたいですか？             ） 

□その他（                             ）     

記載年月日：20  年  月  日  

記入者：         （続柄）      

この用紙の記入にあたり、話合いに参加した人すべてに〇をつけてください。 

ご本人 配偶者 子供（お名前：              ）  

親戚（お名前：          ）友人（お名前：          ）  

医療関係者（お名前：       ）その他（お名前：         ） 

記入後は、ケアマネジャーか主治医へお渡しください。関係者で共有させていた

だきます。 

お問合せは、高齢者支援課（0538-37-4831）へ 



磐田市健康福祉部高齢者支援課資料 

令和２年２月４日 

救急医療情報キットについて 

◆目的◆ 

 在宅からの救急搬送時に、特に高齢者においては、既往歴、服薬、緊急連絡先等の情報収集に時間が

かかり、救急車の現場滞在時間が長くなっていることが指摘されている。また、高齢化の進展に伴い、

救急要請件数も右肩上がりで増加していることから、救急搬送をスムーズにし、市民が住み慣れた磐田

市で最期まで暮らし続けることができるよう、すでに配布されている救急医療情報キットを見直し、活

用する。 

◆対象者◆ 

・ 在宅の高齢者等で、急変時等もしものときに緊急連絡先等を活用したい意向のある方 

◆見直しの進捗について◆ 

(ア) 現在の救急情報シート＋筒を冷蔵庫に入れる運用を継続する場合 

登録制とし、情報の更新については窓口を決め、集約するのはどうか 

各地域では、情報の更新の呼びかけや新規配布などに関わる主体が、民生委員や自治会など様々

であり、現在活動している地域の方の役割を奪わないで、窓口の一本化をする。 

(イ) 方法を見直す場合 

 ①ICTを利用した方法 

   シズケア＊かけはし（静岡県在宅医療介護連携情報システム）に機能を追加し、救急医療情報 

シートにある内容を入力できるようにする。 

番号検索やQRコードの読み取りにより、簡単に個人の情報にたどり着けることを想定している。 

情報の登録・更新は、委託を想定。 

システムへの機能追加に関して、静岡県医師会に要望中。 

  ②ICT を利用しない場合 

   お薬手帳や診察券、保険証などをひとまとめに共通の目立つ色のポーチ等に入れる。 

   お薬手帳に、緊急連絡先等の情報を書き込み、薬局での更新や記入することの啓発を依頼する。 

◆効果◆ 

・ 救急搬送時の情報収集がスムーズになり、現場滞在時間の短縮、本人の思いに添った医療やケア

につながる。 
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